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新年明けましておめでとうございます。２０２４年の干支は辰（龍）。十二支で唯一、架空の生き
物です。人それぞれ龍のイメージは違うと思いますが、自分の中の龍といえば、有名漫画に登
場する願い事をかなえてくれる龍です。
辰は古来より中国で権力の象徴とされ、縁起の良い生き物とされています。
２０２４年が皆さんの願い事がかなう良い１年でありますように。　　　　　　　　　　（J.M）
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謹んで新年のお慶びを申し上げます。
昨年、新型コロナウイルス感染症は5類の感染症となり、通常の扱いの感染症となりました。それでも感

染症には違いはなく病院での感染予防策は今までと同様に継続していかなくてはなりません。ご来院され
る皆様と病院で働く職員を感染から守り通常の診療を続けていくためには、院内での感染拡大防止対策が
必要です。今後もご来院の際には健康チェック、手洗い、マスクの着用についてご理解とご協力をお願いい
たします。

昨年、篠ノ井総合病院は10年に及ぶ再構築事業を完了することができました。2013年に着工した篠ノ井
総合病院整備第1期工事は2017年竣工、第2期工事は2021年着工し、2023年12月すべての工事を終えるこ
とができました。この再構築は次の2025年から2050年の時代を見据え、人口減少、超高齢化社会となる時
代に地域の基幹病院として必要な医療を提供する機能を強化するという計画で進めました。災害に強い病
院、環境への配慮、予防医療の充実、感染予防、プライバシーの保護、病院アメニティの充実などを目指し
ました。第2期工事は病棟の集約化、病室の個室化を行い、健康管理センター、リハビリテーション室、訪問
看護ステーション、レストラン、売店の移転を行いました。将来の病院、病棟、病室の在り方を考え、特に感
染症対策について新棟の病室は全室トイレ付の個室としました。できる限りの安全で快適な環境を整備し
ました。

また、新町病院と篠ノ井総合病院は統合して、南長野医療センターとして運営されて地域の医療を担っ
ています。篠ノ井は手術などの急性期を中心とした医療、新町はリハビリなどの慢性期を中心とした医療
という機能分担を行っています。今後も地域の皆様に安心・安全で良質な医療を提供できる持続可能な医
療センターとなることを目指しております。

最後になりましたが皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。今年もよろしくお願い申し上げます。

2024 新年のご挨拶

ＪＡ長野厚生連
南長野医療センター統括院長 兼 篠ノ井総合病院院長

宮
み や し た

下 俊
と し ひ こ

彦
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新年、明けましておめでとうございます。
私が新町病院に赴任して、9か月が経過しました。2019年4月に篠ノ井総合病院と経営統合し、南長野医

療センターとして発足して以来、両病院の連携は強化されつつあります。急性期医療を担う篠ノ井総合病
院とリハビリテーションを中心とした慢性期医療を担う新町病院という、それぞれの機能分化を推進し共
に健全な経営を維持することは、当初、両院が距離的に離れていることもあり、困難かとも思われましたが、
何とか軌道に乗ってきたところです。さらに、長野赤十字病院との連携にも力を入れており、順調に紹介患
者数も伸びてきています。また今年は、1月中旬に予定されております病院機能評価に向けて、職員一丸と
なり、取り組んでいるところです。

4年間に及ぶ新型コロナウィルス感染症は、病院経営にも大きな影響を及ぼし、当院でもクラスターが発
生しましたが、本郷 実・前院長の陣頭指揮のもと、何とか乗り切ることができました。しかし、新型コロナ
ウィルス感染症が感染症法上の第5類になったとはいえ、このウイルスが消えたわけではなく、今度はイン
フルエンザが猛威を振るっておりますので、感染対策の手を緩めることはできません。

その影響により当院では病院祭も未だに開催できない状況が続いて
いましたので、少しでも地域住民との距離を縮める企画として、昨年、
信州新町地区新たな魅力創出イベント実行委員会に積極的に参加しま
した。イベント企画の「恐竜あらわる！化石博物館を救え！」（令和5年
9月15日 (金 )～18日 (月 )）では当院職員も一般の参加者に交じって、恐
竜の着ぐるみを着て「ティラノサウルスレース」に参加しました。また、
病院のブースを設け、子供向けの白衣の試着体験なども行いました。今後も、地域に密着した病院であり続
けたいと思っております。

当院では、高齢化社会の到来を迎えて、療養型医療施設、介護施設との連携、通所リハビリテーション部
門の強化、さらに通院が困難になった高齢者向けに訪問診療・訪問看護の充実に力を入れているところで
す。新町病院が担っている、地域医療の診療エリアは、長野市西部の山間地にある旧 １町・２村と小川村で
すが、人口減少の著しい所でもあります。最盛期の昭和30年代は3万人を超える人口があったのですが、現
在ではその約1/3の1万人程度まで減少し、さらに高齢化しています。うち旧 １村は限界集落の様相を呈し
ており、5年後にはその地区の人口は限りなく0になると予想されています。当院も慢性的に人手不足です
が、容赦なく押し寄せる少子高齢化の激しい波を真正面から受け止めつつも、病院の機能を維持していく必
要があります。引き続き、皆様のご理解、ご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

世界は戦争に明け暮れ、物価は高騰するといった、厳しい世の中ではありますが、皆さまにとって、本年
が少しでも良い年となりますよう、祈念いたします。

Minami Nagano Medical  Center

ＪＡ長野厚生連
南長野医療センター副統括院長 兼 新町病院院長

丸
ま る や ま

山 正
ま さ あ き

昭
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歯科
口腔外科篠ノ井総合病院

歯科口腔外科副部長

嶋
し ま ね

根  哲
て つ

特 集
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当
院
“歯
科
口
腔
外
科
”の
特
色

周
術
期
口
腔
ケ
ア

（
機
能
管
理
）

1
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
と
は
が
ん

治
療
（
手
術
療
法
、
抗
が
ん
剤
治
療
、

放
射
線
療
法
、
緩
和
治
療
）、
人
工
股

関
節
や
心
臓
血
管
手
術
な
ど
の
担
当

医
と
歯
科
医
が
連
携
し
、
患
者
さ
ん

の
口
腔
機
能
管
理
を
実
施
す
る
こ
と

で
す
。

当
院
で
は
周
術
期
口
腔
機
能
管
理

を
か
か
り
つ
け
歯
科
の
先
生
に
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
治
療
内
容

は
手
術
前
後
で
の
口
腔
内
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、
感
染
巣
（
細
菌
の
供
給
源

に
な
り
そ
う
な
と
こ
ろ
）
の
除
去
、

口
内
炎
の
治
療
や
口
腔
機
能
向
上
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

内　
容

•
口
腔
内
診
査

•
ス
ケ
ー
リ
ン
グ（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

•
外
科
的
治
療

（
抜
歯
な
ど
の
感
染
病
巣
除
去
） 

•
一
般
歯
科
治
療

（
入
院
中
の
応
急
処
置
に
限
る
）

効　
果

比
較
的
簡
単
な
処
置
で
大
き
な
効
果

が
得
ら
れ
ま
す
。

•
肺
炎
が
減
る
。

•
術
後
の
創
部
感
染（
手
術
し
た
部
位

の
感
染
）が
減
少
す
る
。

•
退
院
が
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
し

な
い
場
合
と
比
較
し
て
短
く
な
る
。

•
治
療
に
伴
う
口
内
炎
が
減
る
。

な
ど
た
く
さ
ん
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に

当
院
歯
科
口
腔
外
科
は
近
隣
の
か
か
り
つ
け
の
歯
科
を
中
心
と

し
た
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
で
病
院
歯
科
口
腔
外
科
な
ら
で
は

の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
稿
で
は
当
院
歯
科
口
腔
外
科

の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

肺炎発症率の減少 口内炎の減少 創部感染の減少
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論
文
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で

も
こ
れ
だ
け
あ
り
ま
す
（
表
1
参
照
）。

歯
科
口
腔
外
科
で
は
対
応
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
、
近
隣
か
か
り
つ
け

歯
科
医
院
の
先
生
方
に
も
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
度
、
か
か

り
つ
け
歯
科
の
先
生
に
ご
相
談
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

2
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
は
、
欠
損
歯

の
問
題
を
解
決
す
る
目
的
で
顎
骨
に
埋

め
込
む
人
工
的
な
物
質
で
す
。
人
工
臓

器
の
一
つ
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体
に
人
工

歯
を
固
定
し
、
か
み
合
わ
せ
を
取
り
戻

す
治
療
で
す
。
後
述
し
ま
す
が
歴
史
も

長
く
確
立
し
た
安
全
な
治
療
と
し
て
歯

科
医
療
分
野
で
ひ
ろ
く
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

現
代
の
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

は
1
9
5
2
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル

ン
ド
大
学
で
研
究
を
行
っ
て
い
た
ペ

ル
・
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
・
ブ
ロ
ー
ネ
マ

ル
ク
教
授
に
よ
っ
て
、
チ
タ
ン
が
骨
と

結
合
す
る
こ
と
（
オ
ッ
セ
オ
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
が
発
見
さ
れ
実
用
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
実
験
を
経
て
、

1
9
6
2
年
か
ら
人
間
に
本
格
的
に

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
手
術
方
法
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体

の
形
状
や
表
面
処
理
な
ど
改
良
さ
れ
て

い
ま
す
。

歯
科
口
腔
外
科
で
は
難
症
例
の
受
け

入
れ
や
、
骨
造
成
（
骨
を
作
る
手
術
）、

神
経
移
動
術
（
神
経
を
安
全
な
位
置
に

移
動
す
る
手
術
）
な
ど
専
門
性
の
高
い

治
療
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

治
療
概
要

大
き
く
分
け
て
以
下
の
治
療
ス
テ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
。

•
各
種
検
査（
Ｘ
線
撮
影
、C
T
検
査
、

噛
み
合
わ
せ
の
検
査
な
ど
）

あ
ご
の
骨
、神
経
、血
管
や
噛
み
合

わ
せ
の
評
価
を
行
い
ま
す
。シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
よ
り
、解
析

し
ま
す
。

•
一
次
手
術

歯
の
根
と
な
る
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体

を
あ
ご
の
骨
に
埋
め
込
ん
で
い
き

ま
す
。

歯
茎
を
開
い
て
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

埋
め
込
む
た
め
の
穴
を
作
り
、イ
ン

プ
ラ
ン
ト
体
を
埋
め
込
み
ま
す
。

•
二
次
手
術

歯
茎
を
再
度
開
き
、解
析
装
置
で
磁

気
を
当
て
、骨
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が

本邦における各種癌における周術期口腔機能管理の有効性
報告者（報告年） 対象 症例数 周術期口腔機能管理の効果
片岡ら（2008） 口腔癌 112 術後肺炎発症率の減少

上嶋ら（2009） 食道癌 51 気管内細菌検査での検出細菌数と検出菌種の減少/全身性炎
症反応症候群（SIRS）期間の短縮傾向

Akutsuら（2010） 食道癌 86 術後肺炎発症率の減少

Hiramatsuら（2014） 食道癌 240 術後肺炎発症率の減少/術前の専門的口腔清掃や歯磨き、舌
の清掃が術後肺炎の発症の予防に有効

戸澤ら（2015） 消化器癌 464 術後在院日数、術後絶食期間の短縮（特に胃癌、小腸・大腸癌）
Urunoら（2015） 口腔癌 100 在院日数、抗菌薬投与期間、術後絶食期間の短縮

山村ら（2016） 肺癌 27 術後肺炎発症率の減少/術後38度以上の発熱の減少/術後
在院日数の短縮

相澤ら（2016） 肝臓癌 80 術後絶食期間、術後在院日数、術後抗菌薬使用日数の短縮

五月女ら（2016） 食道癌 383 術後肺炎発症率の減少/周術期口腔機能管理の有無が術後肺
炎の危険因子

西村ら（2017） 肺癌 264 術後肺炎発症率の減少/術後在院日数の短縮/術後CRP値が
低値の傾向

Soutomeら（2017） 食道癌 539 術後肺炎発症率の減少/周術期口腔機能管理の有無が術後肺
炎の危険因子

梶尾ら（2018） 肺癌 480 術後肺炎発症率の減少/周術期口腔機能管理の有無が術後肺
炎の危険因子

Iwataら（2019） 肺癌 721 術後肺炎発症率の減少/周術期口腔機能管理の有無が術後肺
炎の危険因子

Nobuharaら（2019） 大腸癌 698 手術部位感染（SSI）の減少/術後在院日数の短縮/周術期口
腔機能管理の有無が術後肺炎の危険因子

Yamadaら（2019） 消化器癌 2744 不明熱の発熱期間の減少/口内炎の減少

【表1】
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一
体
化
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
す
。定
着
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
頭
に

キ
ャ
ッ
プ
を
装
着
し
ま
す
。

•
印
象（
型
取
り
）

患
者
様
に
あ
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
ト
レ
イ
ま
た
は
器
を
用
い
て
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
型
取
り
を
行
い

ま
す
。

•
完　
成

二
次
処
置
で
装
着
し
た
キ
ャ
ッ
プ

を
取
り
外
し
、歯
と
な
る
被
せ
物
の

土
台
を
取
り
付
け
ま
す
。被
せ
物
を

装
着
し
て
完
成
で
す
。

骨
が
不
足
し
て
い
る

症
例
へ
の
対
応

•
サ
イ
ナ
ス
リ
フ
ト

上
顎
骨
に
は
、上じ

ょ
う
が
く
ど
う

顎
洞
と
い
う
空
洞

が
あ
り
、イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
際

に
骨
量
が
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、歯
科
口

腔
外
科
で
は
、上
顎
骨
量
が
足
り
な

い
方
に
も
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
イ
ナ

ス
リ
フ
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。イ
ン

プ
ラ
ン
ト
を
埋
め
込
む
の
に
十
分

な
骨
の
高
さ
が
上
顎
に
な
い
場
合

に
、口
腔
内
に
切
開
を
加
え
上
顎
洞

の
底
部
に
骨
補
填
材
を
埋
入
し
て

骨
再
生
を
行
う
方
法
で
す
。

•
骨
造
成

骨
量
が
足
り
な
い
時
に
周
囲
よ
り
骨

を
採
集
し
足
り
な
い
と
こ
ろ
に
移

植
し
ま
す
。そ
の
際
に
、チ
タ
ン
メ
ッ

シ
ュ
や
特
殊
な
膜
を
用
い
ま
す
。

サイナスリフト 神経移動術

インプラント施工前

二次手術 完　成一次手術

シミュレーション解析

歯科口腔外科外来スタッフ

7



•
神
経
移
動
術

垂
直
的
骨
量
が
不
十
分
な
下
顎
臼

歯
部
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
行

う
際
、埋
入
予
定
部
位
に
存
在
す
る

神
経（
唇
の
感
覚
の
神
経
な
ど
）を

あ
ら
か
じ
め
移
動
さ
せ
、イ
ン
プ
ラ

ン
ト
が
神
経
に
近
接
ま
た
は
接
触

し
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
で
す
。

当
科
で
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は

主
に
信
州
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外

科
学
講
座
の
栗
田
教
授
に
ご
担
当
い

た
だ
い
て
お
り
、
大
学
レ
ベ
ル
の
難

症
例
の
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
関
し

ま
し
て
は
か
か
り
つ
け
歯
科
の
先
生

に
ま
ず
は
ご
相
談
・
診
察
い
た
だ
く
の

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

顎
変
形
症

3
顎
変
形
症
と
は
上
顎
骨
や
下
顎
骨

の
形
や
大
き
さ
の
異
常
、
両
者
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
咬
み
合
わ
せ
の

異
常
（
咬
合
不
正
）
と
顔
の
変
形
な

ど
の
症
状
を
示
す
も
の
で
す
。
顎
変

形
症
の
発
生
に
は
遺
伝
的
な
要
素
が

強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
は
原
因
不
明
で
す
。
指
し
ゃ
ぶ

り
や
舌
を
出
す
癖
な
ど
も
発
生
要
因

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
多
く
は
顎

O
オ ベ ゲ ー ザ ー
bwegeser 法 O

オ ベ ゲ ー ザ ー
bwegeser-D

ダ ル
al P

ポ ン ト
ont 法

Le Fort Ⅰ型 骨切り術 Le Fort Ⅱ型 骨切り術 Le Fort Ⅲ型 骨切り術

顎変型症の
症状がある

顎変型症の
症状がない

栗田教授による
インプラント治療
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骨
の
成
長
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
小
さ
い
と
き
で

は
異
常
に
気
付
か
ず
、
思
春
期
の
あ

ご
が
急
成
長
す
る
時
期
に
症
状
が
明

ら
か
と
な
り
ま
す
。

代
表
的
な
顎
変
形
症

代
表
的
な
顎
変
形
症
と
し
て
は
、
下

顎
骨
が
突
き
出
た
下
顎
前
突
症
、
逆

に
下
顎
骨
が
小
さ
い
小
下
顎
症
、
上

顎
骨
が
突
き
出
た
上
顎
前
突
症
、
前

歯
が
噛
み
合
わ
な
い
開
咬
症
、
あ
る

い
は
左
右
の
顔
の
大
き
さ
が
異
な
る

顔
面
非
対
称
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
特
有
の
咬
合
不
正
と
顔
面
変
形

を
伴
い
ま
す
。

顎
変
形
症

•
上
顎
骨
の
変
形

•
下
顎
骨
の
変
形

•
上
下
顎
骨
の
変
形

•
成
長
の
過
剰
に
よ
る
変
形
と
不
足

に
よ
る
変
形

顎
変
形
症
に
対
す
る
手
術

顎
変
形
症
に
対
す
る
手
術
に
は
大

き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
上
顎

骨
、
下
顎
骨
と
い
っ
た
骨
全
体
を
手
術

で
前
後
、
上
下
、
左
右
に
移
動
し
た

り
、
歯
を
含
む
骨
の
一
部
だ
け
を
切
っ

て
動
か
し
た
り
、
噛
み
合
わ
せ
と
容

貌
を
正
し
く
整
え
る
や
り
方
で
す
。

手
術
は
全
身
麻
酔
下
で
行
い
、
移
動

さ
せ
た
骨
は
か
ら
だ
に
為
害
作
用
の
な

い
材
料
で
で
き
た
ネ
ジ
や
プ
レ
ー
ト
で

固
定
し
ま
す
。
あ
ご
の
安
静
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
顎
間
固
定
と
い
っ
て
上
下
の

か
み
合
わ
せ
を
固
定
し
た
状
態
で
手
術

は
終
了
し
ま
す
。
手
術
は
す
べ
て
の
操

作
を
口
腔
内
で
行
い
ま
す
。
口
の
周
り

や
顔
に
は
い
ろ
ん
な
感
覚
器
官
が
集
中

し
て
い
て
血
液
の
流
れ
が
豊
富
で
す
。

骨
の
中
に
も
太
い
血
管
や
神
経
が
通
っ

て
い
ま
す
。
切
る
位
置
や
方
向
、
量
に

は
様
々
な
制
約
や
限
界
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
だ
れ
も
が
望
み
ど
お
り

に
顎
の
形
を
自
由
に
変
え
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

顎
矯
正
手
術
・
治
療
で
一
番
大
切

な
の
は
、
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
適
切

な
方
法
（
矯
正
治
療
と
手
術
と
の
組

み
合
わ
せ
な
ど
）
を
探
す
こ
と
で
す
。

見
た
目
だ
け
の
改
善
に
終
わ
る
こ
と

な
く
、
顎
顔
面
の
持
つ
重
要
な
機
能

の
調
和
を
目
指
し
て
、
患
者
さ
ん
と

と
も
に
治
療
法
を
模
索
し
、
最
良
の

結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
か
み
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い

て
の
悩
み
は
か
か
り
つ
け
歯
科
の
先

生
に
ご
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に

当
院
歯
科
口
腔
外
科
は
、
地
域
の

医
療
機
関
と
連
携
を
と
り
、
紹
介
状

を
持
参
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
の
診

察
と
な
り
ま
す
。
ま
た
ス
ム
ー
ズ
な

診
療
が
で
き
る
よ
う
完
全
予
約
制
と

し
て
お
り
ま
す
。

少
し
で
も
歯
に
痛
み
や
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
我
慢
を
せ
ず
に
近

隣
の
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
、
急
性

期
を
対
象
と
し
た
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
と
生
活
期
（
維
持
期
）
を

対
象
と
し
た
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
で
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
別
棟
に
あ
っ
た
通
所
・

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
集
約

し
、
効
率
的
な
運
用
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
医
療
～
介
護
へ
と
ス
ム
ー
ズ
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
集
中
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
も
（
理
学
療
法
士

20
名
、
作
業
療
法
士
10
名
、
言
語
聴
覚

士
４
名
）
同
一
フ
ロ
ア
に
設
け
情
報
共

有
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
床
暖
房

で
冬
期
も
快
適
な
環
境
で
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
床
の
一
部
は
50
㎝
ご
と
に

色
を
変
え
る
こ
と
で
歩
行
訓
練
を
し
や

す
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
在
宅
復
帰
サ

ポ
ー
ト
の
た
め
の
入
浴
動
作
訓
練
用
の

浴
槽
や
家
事
動
作
訓
練
用
の
キ
ッ
チ
ン

も
設
置
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

配
慮
と
言
語
訓
練
等
の
た
め
遮
蔽
が
で

き
る
個
室
療
法
室
を
２
室
設
け
て
い
ま

す
。

【
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】

医
師
の
指
示
の
も
と
、
入
院
後
早
期

か
ら
積
極
的
介
入
し
回
復
を
促
す
事

と
、
予
想
さ
れ
る
二
次
的
な
障
害
を
予

防
す
る
事
で
、
早
期
離
床
を
実
現
し
、

日
常
生
活
動
作
の
早
期
獲
得
を
目
的
に

自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
に
援
助

し
て
い
ま
す
。
疾
患
別
（
心
大
血
管
疾

患
・
脳
血
管
疾
患
・
廃
用
症
候
群
・
運

動
器
・
呼
吸
器
・
が
ん
）
グ
ル
ー
プ
担

当
制
を
導
入
し
、
各
疾
患
・
外
傷
等
へ

の
よ
り
専
門
的
な
介
入
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
更
に
感
染
対
策
と
し
て
病
棟
担

当
制
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
必
要

に
応
じ
て
外
来
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て

〒
M
T
A

機
販
自

正面玄関

訪問看護ステーション
しののい

レストランねむノ木

コンビニエンスストア

休憩スペース

リハビリテーション
センター N

北棟 1F 篠ノ井総合病院  
北棟1階のご紹介

リハビリテーションセンター入り口

明るく広いリハビリ室
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い
ま
す
。
本
館
棟
２
階
に
サ
テ
ラ
イ
ト

が
あ
り
主
に
心
大
血
管
疾
患
患
者
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
動

線
が
長
い
病
棟
の
患
者
訓
練
に
利
用
し

て
い
ま
す
。

【
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】

退
院
後
、
自
宅
生
活
で
感
じ
る
活
動

困
難
に
対
応
し
た
実
動
作
能
力
に
注
目

し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
維
持
す
る
こ

と
で
、
活
動
（
生
活
関
連
動
作
等
）
す

る
力
は
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
専
門
職
で
あ
る
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
が
利
用
者
の
個
々
の
状
況
に

合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

は
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
行
け

て
い
る
方
で
す
。（
ご
希
望
の
方
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
し
て
下

さ
い
。）

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平

成
12
年
介
護
保
険
法
施
行
時
に
施
設
認

可
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
１
８
年
よ
り

包
括
的
高
齢
者
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
C
G
T
）
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入

れ
、
短
時
間
型
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
筋
ト
レ
マ
シ
ー
ン
で
の
機
能

訓
練
や
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
ご
自
宅
ま
で
車
で

送
迎
し
ま
す
。
送
迎
範
囲
は
、
図
の
範

囲
に
な
り
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
実

際
の
生
活
場
面
（
ご
自
宅
）
に
訪
問
し
、

心
身
の
機
能
回
復
を
図
り
、
在
宅
生

活
に
お
い
て
日
常
生
活
の
自
立
と
社

会
参
加
を
目
的
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

提
供
し
ま
す
。
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
へ
の
通
院
が
困
難
な
場

合
、
退
院
退
所
後
の
日
常
生
活
に
不
安

が
あ
る
場
合
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
実
際
の
生
活
環
境
に
添
っ
た
訓
練

が
出
来
る
こ
と
、
利
用
者
本
人
が
慣
れ

た
環
境
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
え
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容

・
筋
力
、体
力
低
下
や
麻
痺
な
ど
に
対

す
る
機
能
訓
練

・
寝
返
り
、起
き
上
が
り
、立
ち
座
り

な
ど
の
基
本
動
作
訓
練

・
自
宅
内
や
自
宅
周
囲
の
歩
行
訓
練

・
食
事
、排
せ
つ
、着
替
え
な
ど
の
日

常
生
活
動
作
訓
練

・
福
祉
用
具
活
用
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
住
宅
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
ご
家
族
へ
の
介
助
方
法
の
指
導

 

急
性
期
か
ら
生
活
期
（
維
持
期
）
ま

で
安
全
で
安
心
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

南長野医療センター
篠ノ井総合病院

更埴
IC

更埴
JCT

松代
PA

長野
IC

403

茶臼山動物園

南長野運動公園

南長野バイパス

川中島古戦場史跡公園

中尾山温泉

▲
茶臼山

▲
妻女山

雨宮 生萱

千曲市
稲荷山駅

篠ノ井駅

今井駅

旧松代駅

旧雨宮駅

川中島駅

倉科

松代町清野

篠ノ井石川

稲里町田牧 小島田町

青木島

屋代

▲
象山

屋代駅

18

18

地域リハビリテーション送迎範囲通所リハビリテーションの筋トレマシーン

リハビリテーション科スタッフ
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訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

し
の
の
い

北
棟
に
移
転
し
、
病
棟
や
外
来
、
地

域
医
療
連
携
課
に
近
く
な
っ
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
が
図
り
や
す

く
、情
報
共
有
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
環
境
で
ス
タ
ッ
フ
一
同
気

分
も
一
新
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
に
求
め
ら
れ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、『
お

届
け
し
ま
す
、
ま
ご
こ
ろ
と
安
心
を
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
自
宅
で
安
心
し
て

暮
ら
し
た
い
」「
自
分
ら
し
く
過
ご
し

た
い
」
と
い
う
思
い
に
寄
り
添
っ
た
看

護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
24
時
間
体
制

で
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
場
所
で
生
き
生
き
と
生
活
を
し
た

い
方
の
願
い
を
叶
え
る
と
と
も
に
、
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で

疾
患
や
障
害
問
わ
ず
、
以
下
の
内
容

で
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
自
宅
で
介
護
し
た
い
が
家
族
だ
け

で
は
不
安
が
あ
る

・
一
人
で
暮
ら
す
家
族
の
健
康
管
理

が
心
配

・
医
療
機
器
の
管
理
に
不
安
が
あ
る

・
住
み
慣
れ
た
場
所
で
最
期
ま
で
過

ご
し
た
い

・
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
場
所
が
欲

し
い

・
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
い
が
外
出
が

大
変　

な
ど

訪
問
看
護
に
御
用
の
方
、
ご
利
用
希

望
の
方
は
北
棟
1
階
西
側
に
入
り
口
が

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
訪
問
看
護
の
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。（
訪
問

し
て
い
て
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

レ
ス
ト
ラ
ン　

●
ね
む
ノ
木
●

北
棟
完
成
に
伴
い
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ね

む
ノ
木
も
北
側
１
階
へ
移
転
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
職
員
の

み
の
利
用
に
限
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
移
転
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
一
般

の
方
の
利
用
も
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。　

皆
様
に
親
し
み
や
す
く
、
く
つ
ろ
い

で
お
食
事
を
し
て
頂
け
る
よ
う
、
入
口

に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
開
店
当
時
の
看
板

を
再
利
用
、
ま
た
客
席
の
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
も
当
時
の
物
を
継
続
し
て
使
用

し
て
お
り
ま
す
。
知
っ
て
い
る
方
に
は

懐
か
し
く
、
新
規
の
方
に
は
少
し
レ
ト

ロ
な
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
頂
け
ま
す
。

ま
た
、
天
井
が
高
く
、
壁
一
面
を
ガ
ラ

ス
張
り
に
し
、
明
る
く
開
放
的
な
空
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て

い
る
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
味
を
継
続
し
て

提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
お
得
な
日

替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
2
種
類
用
意
し
て

お
り
ま
す
。　

訪問看護ステーションしののい入り口訪問看護ステーションしののい入り口

プライバシーに配慮した面談室プライバシーに配慮した面談室訪問看護ステーションしののいスタッフ
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可
能
な
限
り
地
元
産
の
農
産
物
を

利
用
し
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
一
杯
か
ら
ご
利
用
可
能
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
来
院
の
際
、
お
時
間
が
あ

り
ま
し
た
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
ね
む
の
木
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
営
業
時
間

平
日
／
午
前
10
時
～
午
後
5
時

土
曜
診
療
日
／
午
前
10
時
～
午
後
2
時

ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
閉
店
30
分
前

 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

●
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
●　

　

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
店

正
面
玄
関
横
か
ら
移
転
し
、
こ
れ
ま

で
よ
り
面
積
が
広
く
な
り
、
取
扱
商
品

も
増
え
ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
視
点

か
ら
通
路
な
ど
を
広
く
し
、
車
椅
子
の

お
客
様
な
ど
に
も
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
や
下
着
な
ど
の
生
活
用
品

や
医
療
衛
生
用
品
、
入
院
生
活
に
必
要

な
も
の
を
は
じ
め
、
介
護
用
品
な
ど
も

取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
営
業
時
間

平
日
／
午
前
8
時
～
午
後
7
時

土
曜
／
午
前
8
時
～
午
後
6
時

休
診
日
／
午
前
9
時
～
午
後
6
時

休
憩
ス
ペ
ー
ス

曲
線
が
特
徴
的
な
1
階
廊
下
に
は
、

テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
を
設
置
し
、休
憩
ス
ペ
ー

ス
を
用
意
し
ま
し
た
。
診
察
の
待
ち
時

間
、
休
憩
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

レストラン入り口

コンビニ店内

コンビニ外観

明るく開放的な店内

どなたでもご利用いただける休憩スペース

13



栄養科

　
大
根
を
切
っ
て
乾
燥
さ
せ
た
乾
物
が
切
り
干

し
大
根
で
す
。
大
根
を
日
持
ち
さ
せ
る
目
的
で

作
ら
れ
て
お
り
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
生
の
大

根
に
比
べ
て
栄
養
素
や
甘
み
も
凝
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。
乾
物
の
中
で
も
戻
す
時
間
が
短
く
灰
汁

が
少
な
い
た
め
扱
い
や
す
い
こ
と
も
特
徴
で

す
。
1
回
分
の
使
用
量
で
比
較
し
て
も
カ
リ
ウ

ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
、
鉄
分
、
亜
鉛
な
ど
は
切
り
干
し
大
根
の
方

が
生
の
大
根
よ
り
約
4
〜
5
倍
豊
富
で
す
。
カ

リ
ウ
ム
に
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
す
る
働
き
が

あ
る
た
め
、
高
血
圧
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
物
繊
維
に
は
水
溶
性
と
不
溶
性
の
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
切
り
干
し
大
根
に
は
不
溶
性
食
物

繊
維
が
多
く
、
便
の
カ
サ
を
増
し
て
腸
を
刺
激

し
、
排
便
を
促
す
働
き
が
あ
る
た
め
便
秘
解
消

に
効
果
的
で
す
。
長
期
保
存
も
で
き
、
皮
を
む

く
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
が
な
く
調
理
も
簡
単

で
、
忙
し
い
方
に
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
食
材
で
す
。

 

 

 

 

　
切
り
干
し
大
根
は
水
で
戻
す
と
重
量
が
約
4

倍
に
増
え
ま
す
の
で
、
使
う
量
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
天
日
干
し
の
間
に
ほ
こ
り
や
汚
れ
が
つ
い

て
し
ま
う
場
合
も
多
く
、
保
存
し
て
い
る
間
に

は
色
が
褐
色
に
変
化
し
、
独
特
の
に
お
い
も
生

じ
ま
す
。
ま
ず
水
で
も
み
洗
い
を
す
る
こ
と
で
、

汚
れ
や
に
お
い
を
洗
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

か
ら
ひ
た
ひ
た
に
な
る
く
ら
い
の
水
に
浸
し
て

戻
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
戻
し
汁
に
は
甘
味
や
う

ま
味
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
溶
け
出
し
て
い
る
た
め
、

水
に
浸
さ
ず
に
乾
燥
し
た
ま
ま
使
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
水
分
量
を
多
め

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
他
の
具
と

一
緒
に
だ
し
の
中
で
煮
て
、
み
そ
汁
を
作
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
切
り
干
し
大
根
は
調
味
料
を
使
っ
て

味
付
け
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
塩
・
し
ょ

う
ゆ
、
砂
糖
・
み
り
ん
等
の
調
理
料
の
使
い
過

ぎ
に
よ
る
血
圧
上
昇
や
血
糖
値
上
昇
と
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　た
く
さ
ん
生
の
大
根
を
い
た
だ
く
機
会
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
余
っ
た
大
根
で
手
作
り
切

り
干
し
大
根
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
大
根
を
切
っ

て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
切
り
方（
千
切
り
、短
冊
切
り
等
）

や
厚
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
天
日
干
し
は
乾
燥
開
始

か
ら
3
〜
10
日
間
で
完
成
し
ま
す
。
切
り
方
の
ポ
イ

ン
ト
は
大
根
が
同
じ
大
き
さ
に
な
る
よ
う
切
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
ザ
ル
に
広
げ
て
乾
燥
さ
せ
る
と
き
に

切
っ
た
大
根
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
広
げ
、
乾
燥
開

始
か
ら
2
〜
5
日
目
に
は
重
な
っ
た
大
根
が
あ
れ
ば

ほ
ぐ
し
て
カ
ビ
が
生
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

切
り
干
し
大
根
は
密
封
容
器
に
食
品
用
乾
燥
剤
を
入

れ
て
常
温
保
存
可
能
で
す
が
、
お
す
す
め
は
保
存
用

袋
を
二
重
に
し
た
中
に
入
れ
、
空
気
を
抜
い
て
冷
凍

庫
保
存
す
る
方
法
で
す
。
乾
燥
の
具
合
に
も
よ
り
ま

す
が
2
週
間
〜
1
ヶ
月
の
長
期
保
存
が
で
き
ま
す
。

手
作
り
切
り
干
し
大
根
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

エネルギー
88kcal

たんぱく質
4.1ｇ

脂　質
4.1ｇ

炭水化物
7.0ｇ

塩　分
0.8ｇ

エネルギー
274kcal

たんぱく質
7.6ｇ

脂　質
0.6ｇ

炭水化物
55.9ｇ

塩　分
1.0ｇ

１人分の栄養価

（1/5量）１人分の栄養価

① 米はさっと洗い、30分ほど浸水させる。切り干し大根はボール
に入れた水の中でよくもみ洗いし、ひたひたの水に15分ほど
つけて戻し、水気をしっかり絞って切っておく。

② 人参は細切りに、えのきも食べやすい長さに切っておく。
③ 浸水させておいた米をザルに上げて水気をしっかりきり、炊飯

器の釜に入れる。
④ ③にAを入れてさっと混ぜ、ツナ缶を汁ごと加える。
⑤ 切り干し大根、人参、えのきをのせて普通に炊く。
⑥ 炊き上がったら、さっくりと混ぜて、10分蒸らす。

作 り 方

切り干し大根の
炊き込みごはん

切り干し大根と
水菜のサラダ

食
材
の
栄
養
に
つ
い
て

切り干し大根を洋風のサラダにしました。粉チーズを加えているためカルシウムとたんぱく質補給にもなります。生ハムを茹
でた鶏ささみに変えれば、さらに減塩できます。また、加熱せずに食べられることも切り干し大根の特徴で、加熱によって壊れ
やすいビタミン類をそのまま摂取できます。

味わい深い切り干し大根の炊き込みごはんです。ツナ缶を加えることでたんぱく質の補給もできるメニューです。今回はオイル不使用のツナ水煮
缶を使用しました。この分量で5人分ほど出来上るため、食べきれない場合は冷凍しましょう。だしの中に切り干大根の戻し汁を加えると、甘味や
うま味、ビタミン類を余すことなく取り入れられます。みつばや、千切り生姜、やくみネギ、いりごま等をお好みで飾ると違った味わいも楽しめます。

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

今回の
食 材

切り干し大根

新町病院 栄養科
管理栄養士

奈良 久実
なら くみ

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2合
切り干し大根・・・・・・・・・・・・・乾20ｇ
ツナ水煮缶（オイル不使用のもの）   
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・小2缶（140ｇ）
人参・・・・・・・・・・・・・・・1/3本（60ｇ）
えのき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100ｇ

　　だし・・・・・・・・・・1と1/2カップ
　　酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
　　しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/4

材料（2合分）

A

① 切り干し大根はボールに入れた水の中でよくもみ洗いし、ひた
ひたの水に15～20分浸して戻し、水気を絞る。食べやすい
長さに切っておく。

② 水菜は洗ってから、3㎝くらいの食べやすい長さに切っておく。
③ 生ハムは食べやすく裂いておく。
④にんにくはみじん切りにし、Aと混ぜ合わせる。
⑤ ④に①を入れて混ぜ、②の水菜、粉チーズ、③の生ハムを加

え和える。

作 り 方

切り干し大根・・・・・・・・・・・・・乾20ｇ
水菜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1株（30ｇ）
生ハム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20ｇ
にんにく薄切り・・・・・・・・・・・・・・・2枚

　　レモン果汁・・・・大さじ1/4
　　オリーブ油・・・・・・・・・小さじ1
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.8ｇ
　　こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・少量
粉チーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2

材料（2人分）

A
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栄養科

　
大
根
を
切
っ
て
乾
燥
さ
せ
た
乾
物
が
切
り
干

し
大
根
で
す
。
大
根
を
日
持
ち
さ
せ
る
目
的
で

作
ら
れ
て
お
り
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
生
の
大

根
に
比
べ
て
栄
養
素
や
甘
み
も
凝
縮
さ
れ
て
い

ま
す
。
乾
物
の
中
で
も
戻
す
時
間
が
短
く
灰
汁

が
少
な
い
た
め
扱
い
や
す
い
こ
と
も
特
徴
で

す
。
1
回
分
の
使
用
量
で
比
較
し
て
も
カ
リ
ウ

ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
、
鉄
分
、
亜
鉛
な
ど
は
切
り
干
し
大
根
の
方

が
生
の
大
根
よ
り
約
4
〜
5
倍
豊
富
で
す
。
カ

リ
ウ
ム
に
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
す
る
働
き
が

あ
る
た
め
、
高
血
圧
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

食
物
繊
維
に
は
水
溶
性
と
不
溶
性
の
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
切
り
干
し
大
根
に
は
不
溶
性
食
物

繊
維
が
多
く
、
便
の
カ
サ
を
増
し
て
腸
を
刺
激

し
、
排
便
を
促
す
働
き
が
あ
る
た
め
便
秘
解
消

に
効
果
的
で
す
。
長
期
保
存
も
で
き
、
皮
を
む

く
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
が
な
く
調
理
も
簡
単

で
、
忙
し
い
方
に
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
食
材
で
す
。

 

 

 

 

　
切
り
干
し
大
根
は
水
で
戻
す
と
重
量
が
約
4

倍
に
増
え
ま
す
の
で
、
使
う
量
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
天
日
干
し
の
間
に
ほ
こ
り
や
汚
れ
が
つ
い

て
し
ま
う
場
合
も
多
く
、
保
存
し
て
い
る
間
に

は
色
が
褐
色
に
変
化
し
、
独
特
の
に
お
い
も
生

じ
ま
す
。
ま
ず
水
で
も
み
洗
い
を
す
る
こ
と
で
、

汚
れ
や
に
お
い
を
洗
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

か
ら
ひ
た
ひ
た
に
な
る
く
ら
い
の
水
に
浸
し
て

戻
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
戻
し
汁
に
は
甘
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や
う

ま
味
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
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け
出
し
て
い
る
た
め
、

水
に
浸
さ
ず
に
乾
燥
し
た
ま
ま
使
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
水
分
量
を
多
め

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
他
の
具
と

一
緒
に
だ
し
の
中
で
煮
て
、
み
そ
汁
を
作
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
切
り
干
し
大
根
は
調
味
料
を
使
っ
て

味
付
け
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
塩
・
し
ょ

う
ゆ
、
砂
糖
・
み
り
ん
等
の
調
理
料
の
使
い
過

ぎ
に
よ
る
血
圧
上
昇
や
血
糖
値
上
昇
と
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　た
く
さ
ん
生
の
大
根
を
い
た
だ
く
機
会
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
余
っ
た
大
根
で
手
作
り
切

り
干
し
大
根
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
大
根
を
切
っ

て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
切
り
方（
千
切
り
、短
冊
切
り
等
）

や
厚
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
天
日
干
し
は
乾
燥
開
始

か
ら
3
〜
10
日
間
で
完
成
し
ま
す
。
切
り
方
の
ポ
イ

ン
ト
は
大
根
が
同
じ
大
き
さ
に
な
る
よ
う
切
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
ザ
ル
に
広
げ
て
乾
燥
さ
せ
る
と
き
に

切
っ
た
大
根
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
広
げ
、
乾
燥
開

始
か
ら
2
〜
5
日
目
に
は
重
な
っ
た
大
根
が
あ
れ
ば

ほ
ぐ
し
て
カ
ビ
が
生
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

切
り
干
し
大
根
は
密
封
容
器
に
食
品
用
乾
燥
剤
を
入

れ
て
常
温
保
存
可
能
で
す
が
、
お
す
す
め
は
保
存
用

袋
を
二
重
に
し
た
中
に
入
れ
、
空
気
を
抜
い
て
冷
凍

庫
保
存
す
る
方
法
で
す
。
乾
燥
の
具
合
に
も
よ
り
ま

す
が
2
週
間
〜
1
ヶ
月
の
長
期
保
存
が
で
き
ま
す
。

手
作
り
切
り
干
し
大
根
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

エネルギー
88kcal

たんぱく質
4.1ｇ

脂　質
4.1ｇ

炭水化物
7.0ｇ

塩　分
0.8ｇ

エネルギー
274kcal

たんぱく質
7.6ｇ

脂　質
0.6ｇ

炭水化物
55.9ｇ

塩　分
1.0ｇ

１人分の栄養価

（1/5量）１人分の栄養価

① 米はさっと洗い、30分ほど浸水させる。切り干し大根はボール
に入れた水の中でよくもみ洗いし、ひたひたの水に15分ほど
つけて戻し、水気をしっかり絞って切っておく。

② 人参は細切りに、えのきも食べやすい長さに切っておく。
③ 浸水させておいた米をザルに上げて水気をしっかりきり、炊飯

器の釜に入れる。
④ ③にAを入れてさっと混ぜ、ツナ缶を汁ごと加える。
⑤ 切り干し大根、人参、えのきをのせて普通に炊く。
⑥ 炊き上がったら、さっくりと混ぜて、10分蒸らす。

作 り 方

切り干し大根の
炊き込みごはん

切り干し大根と
水菜のサラダ

食
材
の
栄
養
に
つ
い
て

切り干し大根を洋風のサラダにしました。粉チーズを加えているためカルシウムとたんぱく質補給にもなります。生ハムを茹
でた鶏ささみに変えれば、さらに減塩できます。また、加熱せずに食べられることも切り干し大根の特徴で、加熱によって壊れ
やすいビタミン類をそのまま摂取できます。

味わい深い切り干し大根の炊き込みごはんです。ツナ缶を加えることでたんぱく質の補給もできるメニューです。今回はオイル不使用のツナ水煮
缶を使用しました。この分量で5人分ほど出来上るため、食べきれない場合は冷凍しましょう。だしの中に切り干大根の戻し汁を加えると、甘味や
うま味、ビタミン類を余すことなく取り入れられます。みつばや、千切り生姜、やくみネギ、いりごま等をお好みで飾ると違った味わいも楽しめます。

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

今回の
食 材

切り干し大根

新町病院 栄養科
管理栄養士

奈良 久実
なら くみ

米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2合
切り干し大根・・・・・・・・・・・・・乾20ｇ
ツナ水煮缶（オイル不使用のもの）   
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・小2缶（140ｇ）
人参・・・・・・・・・・・・・・・1/3本（60ｇ）
えのき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100ｇ

　　だし・・・・・・・・・・1と1/2カップ
　　酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
　　しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/4

材料（2合分）

A

① 切り干し大根はボールに入れた水の中でよくもみ洗いし、ひた
ひたの水に15～20分浸して戻し、水気を絞る。食べやすい
長さに切っておく。

② 水菜は洗ってから、3㎝くらいの食べやすい長さに切っておく。
③ 生ハムは食べやすく裂いておく。
④にんにくはみじん切りにし、Aと混ぜ合わせる。
⑤ ④に①を入れて混ぜ、②の水菜、粉チーズ、③の生ハムを加

え和える。

作 り 方

切り干し大根・・・・・・・・・・・・・乾20ｇ
水菜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1株（30ｇ）
生ハム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20ｇ
にんにく薄切り・・・・・・・・・・・・・・・2枚

　　レモン果汁・・・・大さじ1/4
　　オリーブ油・・・・・・・・・小さじ1
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.8ｇ
　　こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・少量
粉チーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2

材料（2人分）

A
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み
な
さ
ん
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
っ
て
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
プ
レ

（
p
r
e
）は「
〜
の
前
の
」、コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン（
c
o
n
c
e
p
t
i
o
n
）は「
受
精・

懐
妊
」
で
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

は
「
妊
娠
前
の
健
康
管
理
」
と
い
う
意
味

に
な
り
ま
す
。
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
と
い
う
取
り
組
み
は
2
0
0
6
年
ア
メ

リ
カ
で
誕
生
し
、
そ
の
後
世
界
に
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。『
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
』
に
よ
っ
て
、
女
性
や
カ
ッ
プ
ル
が

よ
り
健
康
に
な
る
こ
と
、
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
さ
ず
か
る
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
こ
と
、

さ
ら
に
女
性
や
将
来
の
家
族
が
よ
り
健
康

な
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
、
妊
娠
を

計
画
し
て
い
る
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
妊
娠
可
能
年
齢
の
女
性
に
と
っ
て

大
切
な
ケ
ア
で
す
。

助
成
と
対
象
に
つ
い
て

長
野
県
で
は
妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦（
事

実
婚
含
む
）
を
対
象
と
し
て
、
夫
婦
が
共

に
受
け
た
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成（
上
限

２
５
，
０
０
０
円
）
し
て
い
ま
す
。
当
院
は

県
が
指
定
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
（
以
下
プ
レ
コ
ン
）
実
施
医
療
機

関
で
す
。
助
成
の
対
象
と
な
る
夫
婦
は
、

①
過
去
に
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
、
体
外

受
精
、
顕
微
授
精
）
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
こ
と

②
助
成
の
申
請
時
に
お
い
て
、
夫
婦
の
双

方
又
は
一
方
が
長
野
県
内
に
住
所
を
有

す
る
こ
と

③
検
査
開
始
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
40

歳
未
満
で
あ
る
こ
と

が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
助

成
金
の
対
象
で
な
い
ご
夫
婦
も
希
望
が
あ

れ
ば
同
様
の
検
査
も
可
能
で
す
。
ご
相
談

下
さ
い
。
プ
レ
コ
ン
に
対
し
て
助
成
金
が

出
る
都
道
府
県
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
今
の
自
分
の
体

に
つ
い
て
検
査
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●当院で実施している基本検査項目

男　性 ❶精液検査（必須） ❸風疹抗体検査

女　性

❷抗ミュラー管ホルモン
（AMH）検査（必須）

❸風疹抗体検査 ❹葉酸 

❺フェリチン ❻TSH/FT4

［基本検査費用］
25,000円（証明書発行料含む）

Series 1

は
じ
め
に

当
院
の

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

不妊症について
学ぼう

篠ノ井総合病院
不妊治療センター 胚培養士

金
かねもと

本  淳
じゅん
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② 

抗
ミ
ュ
ラ
ー
管

　

 

ホ
ル
モ
ン（
A
M
H
）検
査（
必
須
）

A
M
H
は
血
液
検
査
で
す
。
A
M
H
の

値
は
卵
巣
内
に
あ
る
卵
子
の
数
（
卵
巣
予

備
能
）
に
反
映
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

値
が
低
い
場
合
、
卵
巣
内
に
残
っ
て
い

る
卵
子
の
数
が
少
な
く
、
年
齢
が
増
す
ご

と
に
低
下
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
）。
早
め
に
検
査
し
て
自
身
の
卵

子
の
数
（
卵
巣
予
備
能
）
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

① 
精
液
検
査（
必
須
）

不
妊
の
原
因
の
半
数
は
男
性
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
精
液
検
査
で
は
、
1

回
の
射
精
に
よ
る
精
液
量
と
精
液
中
に
含

ま
れ
る
精
子
の
数
や
濃
度
、
そ
し
て
運
動

率
、
直
進
率
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

⑥ 

ホ
ル
モ
ン

　

 

（
T
S
H
・
F
T
4
な
ど
）

妊
娠
に
関
わ
る
各
種
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
り
不
妊
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

⑤ 

フ
ェ
リ
チ
ン

フ
ェ
リ
チ
ン
不
足
は
鉄
が
欠
乏
し
て
い

る
状
態
で
、
鉄
は
子
宮
内
膜
を
作
る
材
料

に
な
る
た
め
、
鉄
が
欠
乏
し
て
い
る
と
子

宮
内
を
妊
娠
し
や
す
い
環
境
に
整
え
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
不
妊
の
原
因
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

④ 

葉
酸

葉
酸
は
ビ
タ
ミ
ン
B
群
に
含
ま
れ
る
ビ

タ
ミ
ン
の
一
つ
で
す
。
妊
娠
時
に
葉
酸
が

不
足
し
て
い
る
と
胎
児
の
神
経
管
閉
鎖
不

全
（
二
分
脊
椎
や
無
脳
症
な
ど
）
を
お
こ

す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
、
あ
る
い
は
妊
娠
を
目
指
し

て
い
る
時
期
か
ら
の
摂
取
が
必
要
で
す
。

③ 

風
疹
抗
体
検
査

風
疹
は
妊
婦
さ
ん
が
罹
っ
て
し
ま
う
と
、

胎
児
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

妊
娠
し
て
か
ら
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
抗
体
を
持
っ
て
い
な

い
場
合
に
は
妊
娠
前
に
予
防
接
種
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
男
性
も
女
性
と
同

様
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

年齢 AMH
（ng/ml） 年齢 AMH

（ng/ml）
27歳 4.69 37歳 2.27
28歳 4.27 38歳 1.90
29歳 4.14 39歳 1.80
30歳 4.02 40歳 1.47
31歳 3.85 41歳 1.30
32歳 3.54 42歳 1.00
33歳 3.32 43歳 0.72
34歳 3.14 44歳 0.66
35歳 2.62 45歳 0.41
36歳 2.50 46歳 0.30

出典先：アクセスAMH〔IVD〕添付文書より改編
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検
査
の
注
意
点

◇ 

検
査
内
容
に
よ
っ
て
受
診
日
数
は
複
数

日
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◇ 

性
感
染
症
検
査
は
助
成
対
象
外
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
、

検
査
費
用
は
患
者
さ
ん
ご
負
担
と
な
り

ま
す
。

◇ 

当
院
の
プ
レ
コ
ン
は
完
全
予
約
制
（
平

日
水
曜
日
以
外
の
午
後
3
時
〜
）
で

す
。

◇ 

予
約
は
平
日
の
午
後
3
時
以
降
に
婦

人
科
外
来
に
お
電
話
に
て
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

（
0
2
6－

2
9
2－

2
2
6
1
）

当
院
の
プ
レ
コ
ン
は
不
妊
治
療
セ
ン

タ
ー
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
検
査
当
日
に

培
養
士
か
ら
プ
レ
コ
ン
の
検
査
項
目
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
質
問

あ
る
場
合
は
当
日
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と
も
に
プ
レ
コ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
!!
ま
た
助
成
の
仕
方
に
つ
い
て
不

明
な
点
あ
れ
ば
、
長
野
県
が
運
営
し
て
い

る
妊
活
な
が
の
（
長
野
県
妊
活
支
援
サ
イ

ト
）
に
助
成
に
つ
い
て
の
詳
細
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

当
院
不
妊
治
療
セ
ン
タ
ー
の

受
診
方
法

こ
れ
ま
で
他
院
で
治
療
を

受
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合

患
者
さ
ん
は
当
日
受
付
（
予
約
な
し
）

で
婦
人
科
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
際
に
別
途
定
め
る
選
定
療
養
費
が
か

か
り
ま
す
。

（
紹
介
状
が
あ
れ
ば
選
定
療
養
費
は
か
か
り

ま
せ
ん
が
、詳
細
は
病
院
H
P『
外
来
受
診

さ
れ
る
方
へ
』を
参
照
し
て
下
さ
い
）

既
に
他
院
で
治
療
を

受
け
ら
れ
て
い
る
場
合

既
に
他
院
で
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
は
、
現
在
の
主
治
医
か
ら
の
紹

介
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
紹
介
状
を
記

載
し
て
い
た
だ
き
、
当
院
へ
F
a
x
し
て

も
ら
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
後
当
院
よ
り
受

診
予
約
の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
連
絡
ま
で
1
週
間
ほ
ど
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

妊
娠
準
備
学
級
受
講
の

お
願
い

体
外
受
精
の
治
療
を
始
め
る
前
に
は
、

ご
夫
婦
で
当
院
が
毎
月
1
回
開
催
し
て
い

る
妊
娠
準
備
学
級
を
受
講
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
受
診
す
る
前
で
も
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
体
外
受

精
や
顕
微
授
精
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、

早
め
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
こ
で

不
妊
症
に
つ
い
て
の
お
話
と
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
の
治
療
内
容
・
費
用
・
成
績
な
ど

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
た
ま
ご
通
信
』

2
0
2
2
年
４
月
か
ら
保
険
診
療
が
ス

タ
ー
ト
し
、
ま
す
ま
す
不
妊
治
療
は
身
近

な
治
療
方
法
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
治
療

中
の
方
も
治
療
を
考
え
て
い
る
方
も
、
誰

か
の
力
に
な
り
た
く
て
治
療
に
つ
い
て
調

べ
て
い
る
方
に
も
分
か
り
や
す
く
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

妊活ながの
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信
州
新
町
恐
竜
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た

しんまち
信
州
新
町
で
９
月
16
～
18
日
に
行
わ
れ

た
「
恐
竜
あ
ら
わ
る
！
化
石
博
物
館
を
救

え
！
～
信
州
新
町
恐
竜
化
計
画
～
」
の
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
レ
ー

ス
開
催
時
の
救
護
を
依
頼
さ
れ
参
加
し
ま

し
た
。

新
町
病
院
と
し
て
レ
ー
ス
の
会
場
に
設

置
す
る
救
護
テ
ン
ト
を
利
用
し
て
来
場
者

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
相
談
を
受
け
ら
れ
る

ブ
ー
ス
、子
供
の「
白
衣
を
着
て
写
真
を
撮

ろ
う
」の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
る

ほ
ど
の
暑
さ
で
、
か
わ
い
ら
し
い
恐
竜
の

着
ぐ
る
み
の
中
で
汗
だ
く
の
選
手
た
ち
の

姿
に
、
倒
れ
る
人
が
続
出
す
る
の
で
は
な

い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

人
の
病
人
が
出
る
こ
と
も
な
く
無
事
に
終

え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

恐
竜
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
も

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
大
健
闘
で
し
た
。

新
町
消
防
署
と
の

合
同
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

しんまち
当
院
と
新
町
消
防
署
の
合
同
研
修
会
が

9
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
新
町
消
防
署
と
当
院
が

交
代
で
主
催
し
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

急
救
命
士
が
必
ず
１
名
が
乗
っ
て
お
り
必

要
が
あ
れ
ば
医
師
の
指
示
の
も
と
気
管
挿

管
、
薬
剤
の
投
与
な
ど
の
特
定
医
療
行
為

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
刻
を

争
う
現
場
で
は
迅
速
な
処
置
の
為
、
搬
送

先
の
病
院
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
救
急
搬
送
が
急
増
す
る
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
事
例
検
討
を

踏
ま
え
地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
消
防
署
と
の
連
携
・
協
力
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
中
止
が
続
き
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

日
頃
救
急
搬
送
で
当
院
と
の
関
わ
り
が

大
き
い
長
野
市
消
防
局
新
町
消
防
署
の
救

急
隊
に
よ
る
救
急
現
場
活
動
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
２
症
例
の
発
表
が
行
わ
れ
、

患
者
さ
ん
の
救
急
車
収
容
か
ら
病
院
搬
送

ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

長
野
市
消
防
局
管
内
の
救
急
車
に
は
救
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特
殊
詐
欺
被
害
防
止

啓
蒙
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

しののい
10
月
16
日（
月
）朝
、
当
院
正
面
玄
関
前

で
、
長
野
県
警
長
野
南
警
察
署
と
長
野
南

防
犯
協
会
連
合
会
に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
の
啓
も
う
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ

ラ
配
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
院
を
訪
れ
る
方
に
、「
電
話
で
お
金
詐

欺
」お
金
の
話
に
ご
用
心
」「
特
殊
詐
欺
、ひ

と
ご
と
じ
ゃ
な
い
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ

等
を
配
布
し
ま
し
た
。

特
殊
詐
欺
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

本
郷
実
名
誉
院
長
が

J
A
功
労
者
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た

しんまち
11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
5
年
度

３
カ
年
計
画
実
践
交
流
集
会
に
お
い
て
当

院
本
郷
実
名
誉
院
長
が
J
A
功
労
者
顕
彰

の
紅
色
功
労
章
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
長
野
県
農
協
運
動
へ
の
功
績
を
認
め

ら
れ
た
人
が
対
象
の
も
の
で
今
回
、
在
任

期
間
に
お
け
る
長
野
市
西
山
地
域
の
医
療

贈
呈
式
で
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
組
合

長
栗
林
和
洋
様
よ
り
、「
今
年
は
暑
く
、
リ

ン
ゴ
に
は
良
い
天
候
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
何
と
か
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
が
収

穫
で
き
ま
し
た
。
地
元
の
お
い
し
い
り
ん

ご
を
食
べ
て
皆
さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

り
ん
ご
を
受
け
取
っ
た
当
院
宮
下
俊
彦
院

長
か
ら
は
、「
地
元
産
の
物
を
食
べ
る
こ
と

が
一
番
健
康
に
良
い
。
患
者
さ
ん
に
地
元

の
リ
ン
ゴ
を
食
べ
て
い
た
だ
き
早
く
元
気

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
感
謝
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
様
、
生
産
者
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野

壮
青
年
部
様
よ
り
農
産
物

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

しののい
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
壮
青
年
部
様
よ
り

地
元
産
農
産
物
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
11
月
25
・
26
日
に
南
長
野
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
た
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野

「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
3
」

で
壮
青
年
部
様
が
地
元
産
農
産
物
を
使
っ

た
宝
船
を
展
示
し
、
そ
こ
で
使
用
し
た
も

の
で
す
。

J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
壮
青
年
部
長
清
滝

様
よ
り「
今
回
、宝
船
で
使
用
し
た
農
産
物

提
供
体
制
強
化
に
果
た
し
た
役
割
や
病
院

の
安
定
経
営
も
含
め
、
地
域
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
発
展
に
寄
与
し
た
実
績
が
評
価
さ

れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り

リ
ン
ゴ
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

しののい
11
月
22
日
は
、語
呂
合
わ
せ
で「
い
い
ふ

じ
」と
読
め
る
こ
と
か
ら
長
野
県
で
は「
長

野
県
り
ん
ご
の
日
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
様
よ
り

地
元
で
栽
培
さ
れ
た
お
よ
そ
30
キ
ロ
の「
ふ

じ
」を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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を
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
南
長
野
医

療
セ
ン
タ
ー
篠
ノ
井
総
合
病
院
に
寄
贈
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。」
と

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
当
院
栄
養
科
長
西
澤
よ
り
「
地
元

産
の
農
産
物
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
頂
い

た
農
産
物
は
入
院
患
者
さ
ん
の
食
事
と
し

て
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

地
元
自
治
協
議
会
に
よ
る

施
設
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た

しののい
篠
ノ
井
地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
視
察
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

今
回
、
地
区
住
民
自
治
協
議
会
の
研
修
の

一
環
と
し
て
、見
学
の
要
請
が
あ
り
、12
名
の

方
が
当
院
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
普
段
は
行
く
こ
と
の
な
い
ヘ
リ

ポ
ー
ト
や
、
免
振
装
置
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、宮
下
院
長
、ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
当
院

の
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
や
設
備
等

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
方
が
安
心
し
て
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
ま
た
い
ざ
と
い
う
と
き
に
お

役
に
立
て
る
よ
う
、努
め
て
い
き
ま
す
。

PET/CT検診のご案内
PETとは、がんを見つけるための新たな画像検査法です。

JA長野厚生連
長野PET・画像診断センター

一般／108,900円
県内JA組合員／92,565円

日本人の死亡原因の1位である「がん」。
しかし「がん」であっても早期に発見されれば
治癒する可能性が高くなります。

●早期発見
最新鋭のPET/CT装置は従来のCT・MRIなどでは発見が
難しかったがんも見つけられる場合が多くあります。

●全身の画像診断
全身を一度に画像診断できます。病気診断、転移、再発の診
断に有効です。専門医が診断いたします。

●短時間で終了
PETとCTの一体型装置により約20～30分で検査は終了
します。受付から検査終了までは2時間30分程度でお帰り
いただけます。

0120-780-336
受付・診療
時間

●月～金
●第2・4土

/8：30～17：00
/8：30～12：00

〒380-0928　長野県長野市若里6丁目6番地10号
TEL026-269-0550 FAX026-269-0555

▲PET/CT撮影装置

http://nagano-pet.com

完全予約制（お電話またはインターネットにてご予約ください。）

PET/CT検査のメリット

料 金
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南長野医療センター篠ノ井総合病院外来診療担当医表
2024年1月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

長坂 永井 小川 安村 鈴木貞 長坂
中牧（血内）月1 佐藤（血内） 倉石 後 長坂 倉石 後 信大
吉長（神内）予 中藤（神内）予

呼吸器
篠﨑 松尾 信大 篠﨑 堀内

神田①③⑤

腎臓
牧野 穴山 牧野 中村裕 熊谷

田村 後 長沢 田村

内分泌
峯村 駒津 後 予 峯村 横田直 後（③以外） 特診 予

横田直　月1 横田直 河合 山口 山口 紹

阿部 紹 山口 阿部 阿部 大岩

消化器
牛丸 牛丸 岡 児玉 三枝 特診 予

児玉 小林義 三枝 後 岡 小林義

小林浩（肝）後 予 横田有 後 予

睡眠呼吸センター 予 松尾
禁煙外来 予 午後 千野

総合診療科

松井 小林優 三木 鈴木慶①③⑤ 小林優①②③⑤
小池洋 松井 鈴木慶 山﨑 後藤④
山川淳 鈴木貞①/後藤 小林優①③ 三木②④ 鈴木慶

小林優①/原③
漢方外来 予 午後 山川淳 山川淳

リウマチ
膠原病
センター

午前
下島 安村 永井 小川 原
原 浦野 予 野中 飯村 浦野 予

坂口 小野②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 小野②④⑤

午後 予
下島 松井 野中 林①③⑤ 鈴木貞

浦野 中村幸①or③ 小岩井
呼吸器外科 青木孝 藏井 藏井

循環器内科
小林隆 矢彦沢 丸山拓 平森 小岩 小塚
小塚 小塚 小塚 小塚 小塚
田畑 ASO外来 後

心臓血管外科 横山/片桐 横山

小児科
午前

山川直 諸橋 諸橋 諸橋 山川直①④⑤ 諸橋
長谷川 中村真 中村真 長谷川 中村真 竹内
日髙 矢澤 日髙 日髙 長谷川 予 矢澤
竹内 竹内 矢澤

午後 予 予防接種 慢性外来 1か月健診/慢性外来 慢性外来 慢性外来

外科

髙畑 池野 宮本 池野 池野 山本
（五明） 荻原 髙畑 荻原 荻原 五明

有吉 五明 五明 （五明） 髙畑
渡邉 後 ②④ 予 山本 有吉 山本 有吉

宮本 宮本（11’～）

整形外科

北川 外立 外立 丸山正 北川 交代制
野村 北川 野村 野村 外立
小山 畑 小山/畑 小山 畑
奥田 信大 奥田 笠間 奥田

信大
スポーツ疾患関節治療センター 野村 丸山正/野村

産科 本道 西村 藤森/鹿島 加藤 本道 西村

午後 予 1か月健診

婦人科

西村 加藤 本道 藤森 鹿島 藤森
松岡 松岡 松岡 加藤 交代制

藤森 加藤 鹿島 西村 紹 本道
木村 紹 本道 紹 木村 紹 西村 木村

特殊外来 予 不妊症 不妊症 不妊症

受付 午前11：00まで
 木 午前10：30まで

受付 午前11：00まで
 木 午前10：30まで

受付 午前10：30まで

予

【呼吸器内科】
火 午前10：30まで
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診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

脳神経外科
宮下 外間 村田 宮下 外間 交代制
村田 （黒岩） 桑原 （桑原） 黒岩

泌尿器科
午前

松髙 鈴木尚 大学 鈴木尚 鈴木尚

中沢 中沢 松髙

午後 予
松髙 鈴木尚 鈴木尚 鈴木尚

中沢 中沢 松髙

眼科
午前

赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭

赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡

富原 富原 富原 富原 富原

皮膚科 予 紹
午前 岡田/信大 木藤/岡田 木藤 岡田 岡田
午後 専門外来

形成外科 予 紹
午前 横山 横山/大学（月1） 横山
午後 横山/レーザー④ 横山 レーザー②

耳鼻咽喉科
予 紹

午前
浅輪 浅輪 交代制 浅輪 浅輪

小林正 小林正 小林正 小林正

午後 専門外来 専門外来
心療内科 予 紹 大村 もの忘れ もの忘れ 大村 検査

口腔外科
予 紹

午前
嶋根 嶋根 嶋根 嶋根 交代制
竹内 竹内 竹内 竹内

午後 大学
● 受付時間：8時00分～11時30分　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　● 予約・紹介状がないと受診で
きない診療科があります。詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。　● 救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの診療情報提供書（紹介状）をお持ちで無い患者さんから選定療養費7,700円（税込）を頂いております。
初診の際はできるだけ診療情報提供書をお持ちください。

予：予約制、　 紹：初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です、　 新：新患、　 前：午前、　 後：午後、　 数字：週

予：予約制、　篠ノ井GHP…篠ノ井総合病院医師、　 後：午後、　 数字：週

● 外来受付時間は一部の科を除き午前８時００分～午前１１時３０分迄です。　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

本郷 細川 佐藤 堺澤 細川 野中①
堺澤 野中 安村 信大医師 佐藤 佐藤④
野中 細川③ 信大医師

穂苅 後 予
腎臓内科 中村
後 予 ①②③⑤循環器内科

篠ノ井GHP 後 予 ④
総合診療科 後藤
心療内科 雨宮 予

小児科 諸橋  山川直
（午後・予防接種）

諸橋①④
山川直②③⑤

外科
信大医師
受付午前

9：30～11：00

信大医師
受付午前

9：30～11：00

整形外科
丸山①③⑤

竹山 丸山②④
篠ノ井GHP①③⑤ 下川 竹山

木下①
竹山②④ 篠ノ井GHP④

婦人科
草場

診察開始
午前10：00

耳鼻科

信大医師
午後診察
受付午後

2:00～4:30

信大医師
午後診察
受付午後

2:00～4:30

眼科 新井 予 永田 予 上野 予 永田 予

皮膚科 信大医師
①③⑤

泌尿器科 和食

2024年1月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

南長野医療センター新町病院外来診療担当医表

受付 火 金
午前10：30まで
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TAKE FREE

私たちは厚生連理念にのっとり、
患者本位の医療の実践に努めます。

南長野医療センター篠ノ井総合病院

私たちは人のいのちと心を
大切にする医療を実践します

南長野医療センター新町病院

202024.1
No.

TAKE FREE
篠ノ井総合病院
〒388-8004　長野県長野市篠ノ井会６６６-１　
ＴＥＬ ０２６-２９２-２２６１

編 集　南長野医療センター広報委員会

新町病院
〒381-2404　長野県長野市信州新町上条137番地
ＴＥＬ ０２６-２6２-3111

南長野医療センター

index
新年のごあいさつ
特集 歯科口腔外科
篠ノ井総合病院 北棟1階のご紹介
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たまご通信
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新年明けましておめでとうございます。２０２４年の干支は辰（龍）。十二支で唯一、架空の生き
物です。人それぞれ龍のイメージは違うと思いますが、自分の中の龍といえば、有名漫画に登
場する願い事をかなえてくれる龍です。
辰は古来より中国で権力の象徴とされ、縁起の良い生き物とされています。
２０２４年が皆さんの願い事がかなう良い１年でありますように。　　　　　　　　　　（J.M）
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